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チャレンジ（挑戦）
－勇気と情熱をもって－

・所信にこめた想い・ポイント

１）不易流行

２）青年部はひとづくりの修行の場

３）会員企業の発展



開催月 事業名 内容

４月 定時総会 決算報告・事業計画 他

５月 5月例会 会員懇親例会（会員拡大事業）

７月 7月例会 府青連会員大会 宮津大会

７月 7月例会
あやべ水無月祭り(あやべ良さ来
い）

８月 8月例会 講師例会(府青連補助金事業）

９月 9月例会 近畿ブロック大会 八尾大会

１１月 １１月例会 講演会（商工会議所と共同）

１２月 定時総会 Ｈ２２年度役員選出

１２月 特別例会 クリスマス例会

１月 1月例会 新年例会

１月 1月例会 府青連交流会参加

２月 2月例会 勉強会

３月 3月例会 会員懇親例会



７月例会 あやべ良さ来いまつり
綾部市最大の夏祭り「あやべ水無月まつり」の一大イベント

2000年に産声をあげ、今年10年目のイベントである。
青年部としては初回を除く9回の運営を担当している。

あやべ良さ来いの特徴

高知県の元祖「よさこい」を綾部流にアレンジし350年の歴史を
持つ「綾部踊り」の踊りと音楽を取り入れた事にある。

今では老若男女問わず、小学生から年配者、小学校から各企業で

「連」をつくり積極的に参加してもらっている。

また、市外からの参加も年々多くなっており、年を追うごとに参加

者がふえている祭りである。



会長としてこの事業にたいする想い

綾部市最大のお祭りを企画・運営する責任感と

演舞者、見物客の双方に楽しんでもらえる事業にしたい。

行政・商工会議所との連携、地域の皆様とのふれあいを

大切に地域に必要とされる青年部をＰＲしたい。



例会を成功させるためのポイント

・９年間継続してきた経験を活かす

・担当者間の引継ぎの重要性

・演舞者、見物客の安全確保と会員間の連携が重要



例会が終了しての反省点等

・区切りの１０周年を終え、新しい試みなど

事業内容の見直しが必要



青年部活動とは

多くの出会い、貴重な経験を積みながら、そこで

得た大切な仲間と共に切磋琢磨しながら自分自身を

成長させてくれるひとづくりの修行の場である。

そして、その出会いや経験を糧に地域や自企業の

発展に繋げていくことが大事だと考えます。


